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定例会・臨時会の 概要定例会・臨時会の 概要
　
本
議
案
は
、
長
穂
支
所
・
市
民
セ
ン

タ
ー
及
び
遠
石
市
民
セ
ン
タ
ー
の
建
て

替
え
に
伴
い
、
位
置
の
変
更
や
使
用
料

の
設
定
等
を
行
う
も
の
で
す
。

企
画
総
務
委
員
会
で
の
審
査

問　
建
て
替
え
に
あ
た
り
、
地
域
か
ら

　
本
議
案
は
、
手
話
の
普
及
及
び
習
得

の
機
会
の
確
保
に
関
し
、
基
本
理
念
及

び
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
に
つ
い
て

定
め
る
も
の
で
す
。

教
育
福
祉
委
員
会
で
の
審
査

問　
条
文
の
中
に
、
手
話
の
普
及
や
、

習
得
の
機
会
の
確
保
を
図
る
た
め
の
施

策
等
の
推
進
と
あ
る
が
、
現
時
点
で
具

体
的
に
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
る
か
。

答　
ま
だ
具
体
的
に
示
せ
る
段
階
で
は

な
い
が
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
て
市
民

へ
の
手
話
の
周
知
、
手
話
を
学
ぶ
機
会

　
本
議
案
は
、
徳
山
駅
前
地
区
第
一
種

市
街
地
再
開
発
事
業
に
伴
い
、「
町
の

区
域
の
変
更
」
並
び
に
「
市
道
４
路
線

の
認
定
及
び
廃
止
」を
す
る
も
の
で
す
。

関
連
す
る
こ
と
か
ら
、現
地
調
査
を
行
っ

た
上
で
、
一
括
し
て
審
査
を
行
い
ま
し

た
。環

境
建
設
委
員
会
で
の
審
査

問　
再
開
発
事
業
に
伴
う
土
地
の
交
換

で
、
市
の
道
路
用
地
が
５３
・
７４
平
米
増

加
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
う
活
用
さ

れ
る
の
か
。

答　
再
開
発
組
合
と
の
当
初
か
ら
の
協

議
に
お
い
て
、
市
道
の
総
面
積
が
減
ら

な
い
よ
う
に
要
望
し
て
お
り
、
そ
れ
を

受
け
て
設
計
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の

増
加
分
は
、
同
組
合
で
駐
車
場
の
入
出

庫
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
や
交
通
規
制
の
変

　
本
議
案
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
実
現
に
伴
い
、
全
て
の
児
童
生
徒
の

学
び
を
保
障
す
る
た
め
、
１
人
１
台
の

学
習
者
用
端
末
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

教
育
福
祉
委
員
会
で
の
審
査

問　
今
回
購
入
す
る
９
９
３
４
台
と
市

内
の
全
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
人
数

が
一
致
し
て
い
な
い
と
思
う
が
、
ど
う

か
。

答　
平
成
２８
年
度
か
ら
３
か
年
で
、
す

で
に
１
２
８
３
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
整
備
し
て
お
り
、こ
れ
を
活
用
す
る
。

　
今
回
の
購
入
に
よ
り
、
児
童
生
徒
１

人
１
台
端
末
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

問　
す
で
に
導
入
し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
O
S
は
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
で

　
長
穂
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
交
通

導
入
に
向
け
た
実
証
実
験
を
行
う
経
費

及
び
本
格
運
行
の
準
備
に
係
る
経
費
と

し
て
、
１
４
４
万
７
０
０
０
円
を
計
上

す
る
も
の
で
す
。

予
算
決
算
委
員
会
で
の
審
査

問　
長
穂
地
区
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

交
通
導
入
に
向
け
た
経
費
と
の
こ
と
だ

が
、
運
行
開
始
に
向
け
た
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
取
り
組
み
は
。

出
た
意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
施
設
と

な
っ
て
い
る
か
。

答　
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
検
討
会
を
重
ね
て
設
計
に
入
っ

て
お
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
御
希
望
に

沿
っ
た
施
設
に
な
っ
て
い
る
。

委
員
会
審
査
結
果
　
全
会
一
致
で
可
決

の
拡
大
、
手
話
に
よ
る
情
報
発
信
等
を

展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
現
在
、
市
内
で
手
話
を
使
わ
れ
て

い
る
方
の
人
数
は
。

答　
実
人
数
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

身
体
障
害
者
手
帳
２
級
、
３
級
の
方
が

相
当
す
る
と
考
え
れ
ば
、
約
１
０
０
人

で
あ
る
。

問　
県
が
制
定
し
た
同
様
の
条
例
に
は

事
業
者
の
役
割
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

本
市
の
条
例
に
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答　
県
の
条
例
は
、
県
全
体
の
環
境
整

備
を
行
う
た
め
、
県
の
責
務
並
び
に
市

更
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
や
建
物
の

形
状
を
総
合
的
に
勘
案
さ
れ
た
結
果
で
、

再
開
発
事
業
の
一
環
で
広
い
道
路
を
整

備
し
て
い
た
だ
き
、
市
道
分
を
市
に
寄

附
し
て
い
た
だ
く
形
と
な
る
。
具
体
的

に
は
、
旧
近
鉄
松
下
の
東
側
の
通
り
の

幅
員
が
お
よ
そ
倍
に
な
り
、
対
面
通
行

で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
利
用
者
、

ま
た
市
民
の
方
の
利
便
性
向
上
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
る
。

問　
権
利
変
換
計
画
の
内
容
を
完
了
さ

せ
る
た
め
に
、
市
道
の
認
定
が
必
要
な

の
か
。

答　
権
利
変
換
計
画
は
、
再
開
発
前
と

後
の
宅
地
に
関
す
る
権
利
を
示
し
た
も

の
で
、
市
道
は
内
容
に
入
ら
な
い
。
し

か
し
、
現
在
の
市
道
に
、
権
利
変
換
計

画
認
可
後
に
新
し
く
宅
地
に
な
る
箇
所

も
あ
る
た
め
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
全

あ
っ
た
の
に
、
今
回
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
選
ん

だ
理
由
は
。

答　
教
職
員
の
多
く
が
、
す
で
に
ｉ
Ｐ

ａ
ｄ
や
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
等
を
使
用
し
て

い
る
た
め
、
研
修
を
受
け
る
前
か
ら
使

い
方
を
よ
く
知
っ
て
い
る
こ
と
と
、
全

て
の
児
童
生
徒
に
１
人
１
台
と
考
え
た

と
き
に
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
は
直
感
的
な
操
作

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
小
学
校

低
学
年
の
児
童
も
使
い
や
す
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
選
ん
だ
。

問　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
故
障
し
た
場

合
の
対
応
は
。

答　
自
然
故
障
に
よ
る
も
の
は
、
納
品

か
ら
１
年
間
、
メ
ー
カ
ー
の
保
証
が
つ

い
て
い
る
。
そ
の
他
の
故
障
に
つ
い
て

は
、様
々
な
損
傷
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、

今
後
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

答　
実
証
運
行
を
１１
月
か
ら
１２
月
の
２

か
月
間
実
施
し
、
令
和
３
年
４
月
か
ら

本
格
運
行
を
行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

実
証
運
行
で
は
便
数
を
５
便
と
考
え
て

い
る
が
、
実
証
す
る
中
で
、
便
数
や
バ

ス
停
の
位
置
な
ど
の
要
望
や
意
見
を

し
っ
か
り
聞
き
、
住
民
の
方
に
と
っ
て

利
便
性
の
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
交
通

を
導
入
し
た
い
。

委
員
会
審
査
結
果
　
全
会
一
致
で
可
決

市
民
セ
ン
タ
ー
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

手
話
は
い
の
ち
！

　
　
　
　
周
南
市
手
話
言
語
条
例
制
定

再
開
発
事
業
に
伴
い
、
市
道
と

　
町
の
一
部
区
域
の
名
称
が
変
わ
り
ま
す

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

　
１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

一
般
会
計
補
正
予
算

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
交
通
実
証
運
行
を
実
施

可決
（全会一致）

可決
（全会一致）

可決
（全会一致）

可決
（全会一致）

可決
（全会一致）

条例（案）に対する
パブリックコメント
の結果はこちら

　第６回臨時会を８月17日・18日に開催し、新型コロナウイルス感染拡大防止対策
に係る補正予算の議案を審議しました。
　第７回定例会を９月１日から９月18日までの18日間開催し、一般会計補正予算、
条例の一部改正等の市長提出議案31件、議員提出議案２件を審議しました。
　第８回臨時会を10月29日に開催し、モーターボート競走事業会計補正予算を審議
し、閉会中に審査を行った令和元年度一般会計及び特別会計決算の認定について表決
を行いました。

や
町
、
児
童
福
祉
施
設
等
の
設
置
者
及

び
事
業
者
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
に
つ
い
て
は
県

条
例
に
従
う
こ
と
と
な
る
。
市
に
つ
い

て
は
、
県
の
条
例
の
中
で
市
の
役
割
と

な
っ
て
い
た
部
分
を
市
の
責
務
と
捉

え
、
県
の
条
例
に
沿
っ
た
施
策
を
主
体

的
に
進
め
て
い
く
。

委
員
会
審
査
結
果
　
全
会
一
致
で
可
決

問　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
に
よ
っ

て
、教
員
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
る
の
か
。

答　
導
入
当
初
は
、
研
修
等
で
多
少
の

負
担
は
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
定

着
す
れ
ば
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
を
活
用
す
る
こ
と
で
か
な
り

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
て
い
く
も
の
だ
と

考
え
て
い
る
。

委
員
会
審
査
結
果
　
全
会
一
致
で
可
決

て
同
時
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
町
の
形

が
、
宅
地
も
市
道
も
確
定
す
る
の
で
、

一
度
に
行
い
た
い
。

委
員
会
審
査
結
果
　
全
会
一
致
で
可
決

9月定例会

9月定例会9月定例会

9月定例会9月定例会

実証運行のチラシ
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議案の議決結果 9月定例会
全会一致で可決

条例改正など
《人事案件》
・人権擁護委員候補者の推薦
《条例の制定》
・手話はいのち！周南市手話言語条例
《条例の一部改正》
・個人情報保護条例、支所設置条例及び市民センター条例、
　コミュニティバスの運行に関する条例、小・中学校児童
　生徒就学援助条例

《その他》
・工事請負契約の締結（徳山動物園リニューアルアジア
　の熱帯雨林ゾーン整備工事）、動産の買入れ（化学消防
　ポンプ自動車、小型動力ポンプ付積載車、高規格救急
　自動車、消防隊員用個人防火装備一式、学習者用端末）、
　字の区域を廃止し、町の区域及び町名を新たに定める
　こと、町の区域の変更、市道の認定及び廃止

令和元年度決算認定関係
《決算の認定》
・水道事業会計、下水道事業会計、病院事業会計、介護老人
　保健施設事業会計、モーターボート競走事業会計

《剰余金の処分》
・水道事業会計、下水道事業会計、モーターボート競走
　事業会計

補正予算
・一般会計補正予算（第10号）、国民健康保険特別会計補正予算（第2号）、後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）、
　介護保険特別会計補正予算（第1号）、地方卸売市場事業特別会計補正予算（第1号）、駐車場事業特別会計補正予算（第1号）、
　病院事業会計補正予算（第1号）、介護老人保健施設事業会計補正予算（第1号）

議案の議決結果 8月臨時会
全会一致で可決
補正予算
・一般会計補正予算（第9号）

議員提出議案
・新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出について、
　第2期周南市まち・ひと・しごと創生総合戦略に関する決議について

報　　告：令和元年度水道事業会計継続費精算報告書、令和元年度一般会計継続費精算報告書、令和元年度決算に基づく健全化
　　　　　判断比率及び資金不足比率
議会報告：令和元年度非強制徴収債権の債権放棄に関する資料の提出について（2件）、例月現金出納検査の結果　　　
行政報告：第3次周南市行財政改革大綱推進計画財政計画の成果について

書類提出：出資法人の決算（ふるさと振興財団、文化振興財団、かの高原開発、医療公社、周南地域地場産業振興センター、
　　　　　徳山青果精算、徳山地区漁業振興基金、新南陽地区漁業振興基金）
報　　告：損害賠償の額を定めることに関する専決処分
議会報告：例月現金出納検査の結果

報　　告：モーターボート競走事業会計予算の弾力条項の適用
議会報告：例月現金出納検査の結果（2件）

議案の議決結果 10月臨時会
賛成多数で認定

・令和元年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算
全会一致で可決

・モーターボート競走事業会計補正予算（第1号）

４

　
９
月
定
例
会
で
上
程
さ
れ
、
閉
会
中

に
審
査
を
行
っ
た
も
の
で
す
。
審
査
の

結
果
、
予
算
決
算
委
員
会
と
し
て
の
意

見
を
付
し
、
賛
成
多
数
で
認
定
し
ま
し

た
。
付
し
た
意
見
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。予

算
決
算
委
員
会
と
し
て
付
す
意
見（
抜
粋
）

◆
一
般
会
計

【
庁
舎
管
理
事
業
費
】

・
本
庁
舎
は
避
難
場
所
と
し
て
指
定
さ

れ
て
い
な
い
。
災
害
時
は
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
は
避
難
場
所
と
し

て
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

・
新
庁
舎
も
完
成
し
た
が
、
完
成
検
査

後
の
修
繕
料
が
２
８
１
万
円
も
支
出

さ
れ
て
い
た
。
公
共
工
事
に
お
い
て

は
関
係
課
で
よ
く
協
議
し
、
手
直
し

工
事
が
な
い
よ
う
努
め
る
べ
き
で
あ

る
。

【
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
事
業
費
】　

【
新
規
就
農
者
パ
ッ
ケ
ー
ジ
支
援
事
業
費
】

【
わ
さ
び
産
地
化
推
進
事
業
費
】

境
づ
く
り
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
国
・
県
道
の
照
明
灯
を
市
が

管
理
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
管

理
区
分
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。

【
市
営
住
宅
管
理
事
業
費
】　

・
市
営
住
宅
の
老
朽
化
が
目
立
ち
、
入

居
が
減
っ
て
い
る
。
空
き
家
対
策
や

入
居
基
準
の
見
直
し
を
す
べ
き
で
あ

る
。

【
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
費
】　

・
自
主
防
災
組
織
の
意
見
・
要
望
を
し
っ

か
り
と
聞
き
、
さ
ら
な
る
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
、
自
主
防
災
組
織
３５
団
体
の

活
動
促
進
を
す
べ
き
で
あ
る
。ま
た
、

事
務
事
業
評
価
に
お
け
る
目
標
値
は

達
成
さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
目
標
設

定
を
す
べ
き
で
あ
る
。

【
学
校
業
務
支
援
員
配
置
事
業
費
】

・
学
校
業
務
支
援
員
を
小
中
学
校
２５
校

に
配
置
し
た
こ
と
に
よ
り
、
月
平
均

５
・
３
時
間
の
時
間
外
業
務
削
減
効

果
が
あ
っ
た
。
子
供
た
ち
の
よ
り
よ

い
学
習
環
境
の
整
備
と
教
員
の
働
き

方
改
革
の
推
進
に
向
け
、
今
後
も
適

切
な
支
援
体
制
の
構
築
に
取
り
組
む

べ
き
で
あ
る
。

・
新
規
就
農
パ
ッ
ケ
ー
ジ
支
援
事
業
と

わ
さ
び
産
地
化
推
進
事
業
の
組
合
せ

に
よ
り
実
績
が
見
ら
れ
る
。
若
者
が

安
心
し
て
新
規
就
農
で
き
る
よ
う
、

本
市
独
自
の
支
援
を
プ
ラ
ス
し
、
中

山
間
地
域
へ
の
移
住
定
住
促
進
の
拡

大
事
業
と
し
て
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。

【
子
ど
も
の
明
る
い
未
来
サ
ポ
ー
ト
事
業
費
】

・
新
た
な
支
援
の
担
い
手
の
確
保
に
努

め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
明
る
い

未
来
サ
ポ
ー
ト
推
進
本
部
を
中
心
に

引
き
続
き
全
庁
的
な
事
業
の
推
進
を

図
る
べ
き
で
あ
る
。　
　
　

【
緑
山
バ
イ
オ
マ
ス
材
生
産
モ
デ
ル
事
業
費
】

・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
啓
発
事
業
と
し
て

の
着
実
な
前
進
を
図
る
と
と
も
に
、

林
業
振
興
に
力
を
注
ぎ
、
国
内
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
燃
料
材
の
確
保
の
道
筋

も
つ
け
る
べ
き
で
あ
る
。

【
道
路
ス
ト
ッ
ク
点
検
整
備
事
業
費
】

・
老
朽
化
し
た
道
路
照
明
灯
に
つ
い
て

撤
去
の
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、
地
域
住

民
と
よ
く
相
談
し
、
安
全
な
道
路
環

【
電
子
計
算
組
織
管
理
費
】

・
し
ゅ
う
な
ん
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
が
地

域
活
用
で
き
る
よ
う
機
能
強
化
さ
れ

た
が
、
各
地
区
で
の
活
用
は
い
ま
一

歩
で
あ
る
。
有
効
活
用
さ
れ
て
い
る

地
区
の
市
民
セ
ン
タ
ー
主
事
な
ど
が

持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
他
の
市
民
セ
ン

タ
ー
主
事
に
伝
え
る
場
を
設
け
る
な

ど
、
活
用
の
拡
大
を
図
る
べ
き
で
あ

る
。

【
予
防
接
種
事
業
費
】

・
風
疹
の
追
加
的
対
策
と
し
て
の
抗
体

検
査
数
は
、
対
象
者
約
７
０
０
０
名

に
対
し
１
６
３
６
名
で
２３
％
程
度
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
風
疹
の
流
行
を

防
ぐ
た
め
に
も
対
象
者
へ
の
さ
ら
な

る
受
診
勧
奨
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

【
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
費
】

・
協
議
体
の
設
置
が
３１
地
区
中
１１
地
区

で
あ
る
。
全
３１
地
区
に
設
置
を
目
指

す
の
で
あ
れ
ば
、
行
政
と
地
域
や
関

係
団
体
等
が
目
的
を
共
有
し
、
し
っ

か
り
と
今
ま
で
の
事
業
検
証
を
行
っ

た
上
で
、
地
域
の
助
け
合
い
・
支
え

合
い
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き

で
あ
る
。

令
和
元
年
度
一
般
会
計
お
よ
び

　
　
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

認定
（賛成多数）

10月臨時会
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問　
一
定
レ
ベ
ル
以
上
の
中
規
模
、

大
規
模
開
発
に
関
し
て
は
、
与
え

る
影
響
の
大
き
さ
を
考
慮
し
、も
っ

と
住
民
へ
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
、
工
夫
す
べ
き
点
が
残
っ
て
い

る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

答　
現
行
の
都
市
計
画
法
に
は
、

周
辺
住
民
へ
の
説
明
会
に
つ
い
て

う
た
わ
れ
て
い
な
い
。
市
の
審
査

を
進
め
る
中
で
、
周
辺
住
民
へ
の

配
慮
を
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

問　
周
辺
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
今
の
と
こ
ろ
整
備
計
画
は
な

く
、
状
況
を
見
な
が
ら
市
道
の
改

良
を
行
う
な
ど
、
安
心
で
安
全
な

交
通
環
境
の
確
保
を
図
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
D
V
の
現

状
把
握
と
防
止
に
つ
い
て

問　
本
市
の
犯
罪
被
害
者
等
の
支

援
に
対
す
る
取
り
組
み
は
。ま
た
、

条
例
制
定
を
含
む
対
応
は
。

答　
犯
罪
被
害
者
等
の
健
康
相
談

や
無
料
法
律
相
談
へ
の
案
内
、
市

営
住
宅
入
居
の
優
遇
措
置
な
ど
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
本
年
４
月

か
ら
は
、
一
日
面
接
相
談
所
を
毎

月
定
期
的
に
開
設
し
た
。
ま
た
、

１１
月
の
犯
罪
被
害
者
週
間
に
は
パ

ネ
ル
等
展
示
に
よ
る
啓
発
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

　
今
後
、
県
、
警
察
と
し
っ
か
り

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
情
報
の
収

集
に
努
め
、被
害
者
の
視
点
に
立
っ

て
、
条
例
制
定
を
含
め
た
具
体
的

な
対
応
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た

い
。

そ
の
他
の
質
問

●
離
島
の
医
療
体
制
に
つ
い
て

●
終
活
支
援
に
つ
い
て

問　
徳
山
高
校
徳
山
北
分
校
及
び

鹿
野
分
校
に
つ
い
て
来
春
か
ら
の

生
徒
募
集
停
止
が
決
定
さ
れ
た
が
、

北
部
地
区
か
ら
市
内
の
高
校
に
バ

ス
通
学
す
る
に
は
学
割
定
期
券
で

も
月
２
万
円
以
上
す
る
。
ど
こ
に

住
ん
で
い
る
か
に
よ
っ
て
経
済
的

に
恵
ま
れ
な
い
子
供
が
高
校
進
学

を
諦
め
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
、

両
校
の
募
集
停
止
で
大
幅
な
経
費

削
減
が
図
れ
る
県
と
共
同
し
て
、

通
学
費
の
補
助
制
度
を
創
設
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　
県
に
制
度
創
設
を
要
望
す
る

と
と
も
に
、
市
の
奨
学
金
制
度
の

拡
充
を
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

●
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め
免
疫
力

強
化
の
啓
発
を

●
地
元
管
理
の
困
難
な
青
線
は
市
が
維
持
管
理
を

●
市
営
住
宅
の
入
居
要
件
の
緩
和
を

問　
学
期
ご
と
、
年
度
内
の
授
業

時
数
は
き
ち
ん
と
確
保
さ
れ
る
の

か
。
ま
た
、
令
和
３
年
度
山
口
県

公
立
高
校
入
学
者
選
抜
の
変
更
に
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答　
小
学
校
の
休
業
措
置
は
２９
日

間
で
あ
っ
た
。
教
育
活
動
全
体
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
回
復
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
学
習
指
導
要
領
に

定
め
ら
れ
た
全
て
の
履
修
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
試
算
し
て
い

る
。
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
の
変

更
点
に
つ
い
て
は
、
市
内
全
て
の

中
学
校
で
、
本
年
度
中
に
学
習
指

導
要
領
に
定
め
ら
れ
た
全
て
の
履

修
を
終
え
る
予
定
と
し
て
お
り
、

十
分
に
対
応
可
能
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。　

そ
の
他
の
質
問

●
第
２
期
周
南
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略（
案
）に
つ
い
て

●
指
定
管
理
者
制
度
の
現
状
と
こ
れ

か
ら
の
方
向
性
に
つ
い
て

問　
本
市
の
職
員
の
う
ち
、
市
外

に
住
む
人
の
割
合
は
。

答　
正
規
職
員
は
約
１８
％
、
消
防

職
員
は
約
１１
％
で
あ
る
。

問　
市
内
居
住
促
進
策
と
し
て
通

勤
手
当
・
住
居
手
当
に
市
内
と
市

外
と
で
差
を
つ
け
て
は
ど
う
か
。

答　
市
内
居
住
を
促
進
す
る
目
的

で
手
当
て
に
差
を
つ
け
る
事
に
合

理
性
が
な
い
と
考
え
る
。

問　
消
防
職
員
は
周
南
市
と
下
松

市
が
居
住
地
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
る
。
下
松
市
を
外
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答　
下
松
市
内
か
ら
で
も
円
滑
な

招
集
体
制
が
可
能
で
あ
る
た
め
、

現
行
の
ま
ま
円
滑
な
招
集
体
制
の

確
保
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

●
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
バ
ス
シ
ェ

ル
タ
ー
の
再
利
用
に
つ
い
て

問　
小
学
校
高
学
年
に
お
い
て
教

科
担
任
制
を
実
施
し
て
い
く
の
で

あ
れ
ば
、
担
任
の
授
業
時
数
が
中

学
校
教
員
程
度
と
な
る
よ
う
、
教

員
の
加
配
を
行
う
べ
き
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

答　
小
学
校
担
任
の
授
業
時
数
を

２0
時
間
程
度
と
す
る
た
め
に
は
専

科
教
員
と
し
て
の
加
配
が
必
要
で

あ
り
、
定
数
法
の
改
善
が
課
題
と

な
る
。
引
き
続
き
国
に
対
し
て
、

さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
化
と
と
も

に
、
抜
本
的
な
教
員
の
増
員
に
つ

い
て
、
全
国
の
都
市
教
育
長
会
議

等
を
通
じ
て
し
っ
か
り
お
願
い
し

て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

●
市
民
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

●
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
向
け

て
の
財
源
確
保
に
つ
い
て

問　
動
く
防
犯
カ
メ
ラ
と
し
て
公

用
車
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を

搭
載
す
る
こ
と
で
、
見
守
り
活
動

の
一
助
と
な
る
と
考
え
る
が
、
ど

う
か
。

答　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
記

録
映
像
が
残
る
こ
と
で
事
故
処
理

に
役
立
つ
と
い
う
こ
と
や
、
搭
載

す
る
こ
と
で
運
転
者
の
安
全
意
識

が
向
上
し
、
交
通
事
故
の
防
止
に

つ
な
が
る
効
果
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
犯
罪
の
抑
止
、
犯
人
の

検
挙
に
も
役
立
つ
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
。
現
時
点
で
計
画
は
な
い

が
、
今
後
、
公
用
車
の
リ
ー
ス
期

間
の
更
新
時
等
に
合
わ
せ
て
、
そ

の
搭
載
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
基
本
計
画
に
基
づ
く
施
設
や

管
渠
の
更
新
に
つ
い
て

沢
田
池
の
宅
地
造
成
開
発

に
つ
い
て

犯
罪
被
害
者
等
に
条
例
制
定
を

含
む
積
極
的
な
支
援
を

北
部
地
区
か
ら
市
内
の
高
校
へ
の

通
学
費
の
補
助
制
度
を

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
小
中
学
校

へ
の
臨
時
休
校
の
影
響
は

や
は
り
市
職
員
な
ら

市
内
に
住
む
べ
き

小
学
校
高
学
年
に
お
け
る

教
科
担
任
制
に
つ
い
て

安
心
安
全
な
通
学
路
の
確
保
へ

新
た
な
視
点
を

周
南
市
議
会
自
由
民
主
党

小
林
　
正
樹

六
合
会佐

々
木
照
彦

ア
ク
テ
ィ
ブ

藤
井
　
康
弘

市
民
ク
ラ
ブ

小
林
　
雄
二

ア
ク
テ
ィ
ブ

山
本
　
真
吾

周
南
市
議
会
自
由
民
主
党

田
中
　
　
昭

公
明
党遠

藤
　
伸
一

一 般 質 問一 般 質 問Ｑ A

要
旨

一般質問は、議案に関係なく市政全般について、市長などの執行機関に考え方や
方針を問うものです。ここでは、質問項目を一つに絞って掲載します。
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問　
ご
み
収
集
事
業
者
及
び
分
別

作
業
現
場
の
具
体
的
な
問
題
点
や

危
険
リ
ス
ク
の
把
握
は
。

答　
収
集
作
業
や
分
別
作
業
現
場

に
、
紙
な
ど
に
包
ま
れ
ず
に
出
さ

れ
た
刃
物
類
や
ガ
ラ
ス
類
、
中
身

が
残
っ
た
ま
ま
の
ラ
イ
タ
ー
や
ス

プ
レ
ー
缶
、
注
射
器
や
注
射
針
、

農
薬
や
毒
劇
物
な
ど
の
薬
剤
、
電

子
タ
バ
コ
な
ど
が
ご
み
と
し
て
出

さ
れ
、
混
入
し
た
場
合
は
、
作
業

員
の
け
が
や
感
染
症
、
施
設
の
火

災
発
生
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
、

大
変
危
険
で
あ
る
。
問
題
点
の
解

消
、
作
業
現
場
の
リ
ス
ク
軽
減
に

向
け
て
、
市
民
の
皆
様
へ
ご
み
出

し
ル
ー
ル
の
周
知
と
啓
発
活
動
を

進
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
市
民
が
健
康
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高

め
る
取
組
に
つ
い
て

問　
迷
子
犬
が
野
犬
に
な
る
こ
と

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
を
埋
め
込
む
こ
と
で
、
迷

子
や
災
害
時
に
飼
い
主
と
離
れ
離

れ
に
な
っ
て
保
護
さ
れ
た
際
、リ
ー

ダ
ー
で
読
み
取
り
、
飼
い
主
と
連

絡
が
取
れ
る
。そ
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
埋
め
込
み
に
対
す
る
補
助
金
制

度
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

答　
昨
年
改
正
さ
れ
た
動
物
愛
護

及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
で
は
、

迷
子
犬
や
悪
質
な
ペ
ッ
ト
業
者
等

の
遺
棄
や
虐
待
を
防
止
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
令
和
4
年
6
月

ま
で
に
施
行
さ
れ
る
。
非
常
に
有

益
な
も
の
と
考
え
る
。
昨
年
度
３２

件
の
情
報
も
あ
り
、
今
後
、
国
・

県
の
動
向
を
注
視
し
研
究
し
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問

●
防
災
対
策
に
つ
い
て

問　
高
齢
者
へ
の
バ
ス・タ
ク
シ
ー

運
賃
助
成
実
証
実
験
の
概
要
と
本

格
的
な
運
用
予
定
は
。

答　
実
証
実
験
の
概
要
は
、
対
象

者
を
6５
歳
以
上
の
運
転
免
許
が
な

い
方
及
び
7５
歳
以
上
の
方
と
し
、

バ
ス
ま
た
は
タ
ク
シ
ー
の
乗
車
時

に
利
用
で
き
る
２
０
０
円
の
共
通

助
成
券
を
月
当
た
り
４
枚
発
行
す

る
。
実
証
期
間
は
３
か
月
程
度
で

地
域
に
つ
い
て
は
市
街
地
縁
辺
部

で
選
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

実
証
実
験
に
お
け
る
利
用
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
や
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

事
業
者
へ
の
聞
き
取
り
な
ど
を
も

と
に
検
証
し
、
来
年
度
に
制
度
設

計
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
そ

の
上
で
、
本
格
事
業
に
結
び
付
け

た
い
。

そ
の
他
の
質
問

●
水
害
対
策
に
つ
い
て

問　
市
内
の
小
中
学
校
等
で
集
団

感
染
が
発
生
し
た
際
の
対
策
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

答　
国
の
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
基
づ
い
て
対
策
に
努
め
て
い
る
。

児
童
生
徒
等
の
感
染
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
ま
ず
は
２
日
間
、
学

校
施
設
等
を
立
入
禁
止
と
す
る
。

問　
が
ん
ば
ろ
う
周
南
プ
レ
ミ
ア

ム
付
食
事
券
の
配
布
に
つ
い
て
、

徳
山
地
区
中
心
部
だ
け
で
完
結
す

る
の
で
は
な
く
、人
口
比
率
に
従
っ

て
、
新
南
陽
・
熊
毛
・
鹿
野
各
地

区
で
配
布
し
て
ほ
し
い
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答　
料
飲
組
合
と
可
能
か
ど
う
か

検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

●
７
月
豪
雨
災
害
に
つ
い
て

問　
コ
ア
プ
ラ
ザ
か
の
は
河
岸
浸

食
地
域
に
あ
る
。
山
口
銀
行
等
の

問
題
で
建
て
替
え
場
所
は
白
紙
で

あ
る
。
住
民
説
明
会
の
状
況
は
ど

う
か
。

答　
自
治
会
２6
回
、
各
種
団
体
５

回
２
９
５
人
が
参
加
さ
れ
た
。
山

口
銀
行
は
残
る
方
向
で
検
討
さ
れ

て
い
る
。

問　
意
見
等
の
内
容
は
ど
う
か
。

答　
現
在
地
で
な
く
な
る
と
中
心

部
が
寂
れ
る
。
現
在
地
を
観
光
の

拠
点
に
、
行
政
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
持
っ
て
決
定
し
て
ほ
し
い
な

ど
が
あ
る
。今
後
議
会
を
は
じ
め
、

住
民
の
意
見
を
聞
い
て
進
め
る
。

問　
現
在
地
で
い
け
な
い
理
由
は
。

答　
そ
う
し
た
こ
と
は
説
明
会
で

言
っ
て
い
な
い
。
住
民
に
結
果
は

十
分
周
知
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
新
南
陽
総
合
支
所
の
整
備
に
つ
い
て

●
和
田
支
所
・
市
民
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て

●
帝
人
株
式
会
社
徳
山
事
業
所
跡
地
に
つ
い
て

問　
バ
ス
路
線
の
な
い
所
に
お
住

ま
い
で
買
い
物
や
通
院
に
不
便
を

感
じ
て
お
ら
れ
る
方
や
、
自
動
車

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た

高
齢
者
の
方
々
に
、
何
ら
か
の
支

援
は
で
き
な
い
か
。

答　
高
齢
者
を
取
り
巻
く
交
通
環

境
に
つ
い
て
、
路
線
バ
ス
の
減
便

や
廃
止
な
ど
の
要
因
か
ら
、
日
常

生
活
に
お
け
る
移
動
手
段
を
確
保

す
る
こ
と
が
、大
き
な
課
題
と
な
っ

て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
今
年
度
、
高
齢
者
等
の
移
動

を
支
え
る
た
め
の
効
果
的
な
取
組

に
向
け
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の
運

賃
助
成
の
実
証
を
行
い
、
ニ
ー
ズ

の
把
握
や
助
成
方
法
な
ど
の
検
証

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

問　
徳
山
港
開
港
１
０
０
周
年
に

向
け
た
取
組
の
進
捗
を
問
う
。

答　
国
、県
、下
松
市
、光
市
並
び

に
各
市
商
工
会
議
所
等
に
呼
び
か

け
て
、
９
月
中
に
開
港
１
０
０
周

年
に
向
け
た
準
備
会
議
を
開
催
す

る
。こ
の
準
備
会
議
の
中
で
、今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
事
業
案
等
を

検
討
し
、
実
行
委
員
会
組
織
の
在

り
方
や
構
成
団
体
に
つ
い
て
協
議

す
る
。
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
作
成
は
検

討
し
、
年
間
を
通
じ
て
、
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
で「
開
港
１
０
０
周
年
」

の
冠
を
つ
け
て
、
港
や
海
へ
の
関

心
を
高
め
た
い
。
ま
た
、
小
学
校

の
社
会
科
副
読
本
の
改
訂
に
当
た

り
、
開
港
１
０
０
周
年
を
踏
ま
え

た
港
に
関
す
る
学
習
を
記
載
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
農
林
水
産
物
等
の
販
売
促
進
に

つ
い
て

●
事
業
承
継
に
つ
い
て

問　
空
き
家
対
策
や
コ
ン
パ
ク
ト・

プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
今

ま
で
の
ル
ー
ル
を
運
用
す
る
だ
け

で
な
く
、
新
し
い
視
点
で
時
代
に

マ
ッ
チ
し
た
税
制
や
補
助
ス
キ
ー

ム
、
ル
ー
ル
を
新
た
に
創
り
出
す

時
期
が
訪
れ
て
い
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。
例
え
ば
公
共
交
通
バ
ス

の
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
も

取
り
組
む
時
期
で
は
な
い
か
。

答　
新
し
い
視
点
を
持
っ
て
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

最
先
端
技
術
の
導
入
な
ど
、
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
、
調
査
研
究

を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

●
避
難
行
動
支
援
事
業
の
取
組
改

善
に
つ
い
て

市
民
の
協
力
で
、ご
み
を
減
ら
し

ご
み
を
資
源
に

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
埋
め
込
み

補
助
金
創
設
に
つ
い
て

高
齢
者
へ
の
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

運
賃
助
成
の
早
期
実
現
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

鹿
野
総
合
支
所
の
整
備
場
所
は

ど
こ
に

高
齢
者
の
買
い
物
や
通
院

な
ど
の
移
動
手
段
の
支
援
を

徳
山
港
開
港
1
0
0
周
年
に
向
け

さ
ら
な
る
事
業
推
進
を

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は

新
た
な
視
点
を
持
っ
て

公
明
党小

池
　
一
正

市
民
ク
ラ
ブ

篠
田
裕
二
郎

公
明
党金

子
　
優
子

周
南
市
議
会
自
由
民
主
党

吉
安
　
新
太

自
由
民
主
党
周
南

古
谷
　
幸
男

公
明
党江

﨑
加
代
子

自
由
民
主
党
周
南

福
田
吏
江
子

ア
ク
テ
ィ
ブ

岩
田
　
淳
司
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問　
本
市
の
あ
ら
ゆ
る
飲
食
店
や

コ
ン
ビ
ニ
等
で
働
き
、
今
や
地
域

を
支
え
る
労
働
力
と
な
っ
て
い
る

在
住
外
国
人
だ
が
、
複
数
地
区
の

自
治
会
長
か
ら
ご
み
出
し
違
反
な

ど
生
活
ル
ー
ル
を
守
ら
ず
困
っ
て

い
る
と
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
現
在
、
本
市
に
１
６
０
０
人
以

上
住
ん
で
い
る
外
国
人
へ
の
、
生

活
情
報
の
周
知
方
法
や
注
意
喚
起

に
つ
い
て
問
う
。

答　
本
市
で
は
転
入
時
の
説
明
を

は
じ
め
、
４
か
国
語
の
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成
、
Ｈ
Ｐ
や
ア

プ
リ
で
の
確
認
、
企
業
や
学
校
に

出
向
き
出
前
ト
ー
ク
を
行
う
な
ど

様
々
な
手
段
で
周
知
を
図
っ
て
い

る
。

そ
の
他
の
質
問

●
野
犬
対
策
と
保
護

●
職
員
配
置
適
正
化
と
災
害
対
応

●
街
路
樹
を
伐
採
せ
ず
整
備
を

問　
⑴
市
長
と
の
対
話
集
会
を
望

む
声
が
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
す
る
ま
で

開
催
し
な
い
の
か
。
⑵
意
見
・
要

望
・
提
言
な
ど
の
件
数
は
。
提
言

者
へ
の
対
応
は
。

答　
⑴
多
く
の
皆
様
と
の
懇
談
会

の
開
催
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

７
月
に
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進

員
９
名
の
方
と
、
８
月
に
大
津
島

で
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

の
方
と
懇
談
し
た
。
今
後
は
３
密

を
避
け
て
様
々
な
分
野
の
方
と
開

催
で
き
る
よ
う
、準
備
し
て
い
る
。

⑵
８
月
末
ま
で
に
３
０
８
件
寄
せ

ら
れ
て
い
る
が
、
９２
件
が
匿
名
で

あ
っ
た
。
ま
ち
づ
く
り
の
提
言
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
民
セ
ン
タ
ー

で
も
公
表
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
生
活
交
通
に
つ
い
て

問　
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
（
上
限
６
５
０
万
円
の
所
得
制

限
）
で
は
、
三
交
代
勤
務
の
多
数

の
市
民
は
対
象
外
に
な
る
。
完
全

無
料
化
が
難
し
い
の
な
ら
ば
上
限

額
を
上
げ
る
べ
き
だ
。

答　
今
ま
で
考
え
て
い
な
か
っ
た

提
言
で
、
上
限
額
が
適
正
だ
っ
た

の
か
検
討
・
研
究
し
て
い
く
。

問　
本
市
の
情
報
発
信
は
市
内
向

け
で
あ
る
。
本
市
の
よ
い
と
こ
ろ

を
本
市
が
株
主
で
あ
る
山
口
放
送

株
式
会
社
を
使
っ
て
、
市
外
・
県

外
に
も
発
信
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
市
政
だ
よ
り
は
市
外
へ
の
発

信
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
。

民
放
局
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
新
南
陽
地
区
の
災
害
対
策
は

問　
福
祉
タ
ク
シ
ー
を
提
供
す
る

事
業
者
か
ら
今
年
11
月
に
撤
退
す

る
意
向
が
示
さ
れ
、
多
く
の
利
用

者
が
代
替
車
両
の
確
保
が
大
変
困

難
な
状
況
に
あ
る
。
こ
の
事
態
の

打
開
の
た
め
に
、
事
業
者
へ
の
働

き
か
け
や
新
た
な
支
援
策
な
ど
に

取
り
組
め
な
い
か
。

答　
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
登
録
台
数

が
多
い
事
業
者
が
撤
退
し
た
場
合
、

利
用
者
に
と
っ
て
は
深
刻
な
問
題

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
、
状

況
の
把
握
が
で
き
て
い
な
い
の
で
、

ま
ず
市
内
事
業
者
に
聞
き
取
り
を

行
い
、
国
の
補
助
制
度
な
ど
の
情

報
提
供
を
し
て
民
間
事
業
者
の
協

力
を
得
た
い
。
次
の
施
策
、
支
援

が
で
き
る
か
早
急
に
考
え
た
い
。

問　
新
南
陽
総
合
支
所
整
備
計
画

で
は
、完
成
は
令
和
８
年
度
と
な
っ

て
い
る
。
な
ぜ
、
こ
ん
な
に
時
間

が
か
か
る
の
か
。

答　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
標
準

的
な
工
期
を
ベ
ー
ス
に
今
年
度
整

備
方
針
を
最
終
決
定
し
た
あ
と
、

令
和
８
年
度
中
の
供
用
開
始
を
予

定
し
て
い
る
。

問　
基
本
構
想
時
は
建
設
期
間
が

９
か
月
く
ら
い
の
期
間
で
あ
っ
た

が
、
今
度
の
計
画
は
1５
か
月
だ
。

標
準
的
な
工
期
と
い
う
の
で
あ
れ

ば
、
基
本
構
想
時
も
今
回
も
同
じ

と
思
う
。
財
政
的
な
問
題
と
工
期

の
関
係
は
。

答　
財
源
が
な
い
か
ら
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
債
務
負

担
行
為
を
取
る
方
法
も
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
特
別
定
額
給
付
金
の
業
務
委
託

の
業
者
選
定
に
つ
い
て

●
国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て

問　
部
局
間
の
連
携
、
調
整
を
強

化
し
な
が
ら
、
そ
の
効
果
的
な
推

進
を
図
る
と
あ
る
が
そ
の
実
態
は
。

答　
相
談
件
数
は
、
８
月
末
で
３

０
８
件
あ
り
、
内
容
は
、
こ
ど
も

医
療
の
拡
充
や
街
路
整
備
な
ど
の
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
提
言
が
１２

件
。
徳
山
大
学
の
公
立
化
や
庁
舎

管
理
な
ど
、
市
政
の
運
営
に
対
す

る
意
見
が
１
０
６
件
。道
路
補
修
、

野
犬
対
応
な
ど
の
要
望
が
１
１
１

件
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
質

問
が
7９
件
で
あ
る
。
寄
せ
ら
れ
た

提
言
や
意
見
に
つ
い
て
は
、
担
当

部
署
に
市
長
の
思
い
や
考
え
を
伝

え
、対
応
を
検
討
し
、提
言
者
に
回

答
を
し
て
い
る
。
総
合
支
所
、
市

民
セ
ン
タ
ー
で
も
公
表
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
健
康
づ
く
り
都
市
宣
言
に
つ
い
て

●
徳
山
高
校
徳
山
北
分
校
閉
校
後
の
跡
地
活
用
に
つ
い
て

●
水
道
管
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

問　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
「
せ
せ

ら
ぎ
パ
ー
ク
」、
バ
イ
オ
わ
さ
び
生

産
施
設「
あ
ぐ
り
ハ
ウ
ス
」な
ど
は

旧
鹿
野
町
時
代
に
町
職
員
が
地
域

や
住
民
の
た
め
を
思
い
、
夢
を
語

り
な
が
ら
実
現
し
て
き
た
も
の
だ
。

今
、
鹿
野
総
合
支
所
に
災
害
な
ど

の
場
当
た
り
的
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
け

で
な
く
地
域
性
に
気
概
を
持
っ
た

政
策
立
案
能
力
は
あ
る
の
か
。

答　
地
域
の
施
策
を
推
進
し
て
い

く
人
材
は
、
地
域
の
こ
と
を
熟
知

し
て
い
る
総
合
支
所
職
員
で
あ
り
、

特
に
産
業
土
木
課
の
職
員
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
観
光
施
設
や
、
農

林
課
関
係
施
設
な
り
が
本
庁
職
員

と
一
体
と
な
っ
た
施
策
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

そ
の
他
の
質
問

●
温
泉
付
き
若
者
研
修
交
流
拠
点
施
設

建
設
を
せ
せ
ら
ぎ
パ
ー
ク
周
辺
に

問　
徳
山
大
学
か
ら
提
出
さ
れ
た

「
徳
山
大
学
の
現
状
と
大
学
改
革

お
よ
び
将
来
像
」
に
は
、
看
護
学

科
を
設
置
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ

て
い
る
。
徳
山
看
護
専
門
学
校
へ

の
影
響
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
運
営
主
体
で
あ
る
徳
山
医

師
会
と
は
協
議
を
し
て
い
る
か
。

答　
高
校
生
の
進
学
ニ
ー
ズ
を
調

査
分
析
し
、
徳
山
医
師
会
と
十
分

な
協
議
を
行
い
、
課
題
の
整
理
や

合
意
形
成
に
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
か
れ
る
よ
う
、
徳
山
大
学

に
求
め
て
い
く
。
ま
た
、
有
識
者

検
討
会
議
で
は
専
門
的
な
見
地
か

ら
御
意
見
を
頂
き
、
必
要
に
応
じ

て
徳
山
医
師
会
と
も
意
見
交
換
の

場
を
持
ち
た
い
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
自
衛
官
募
集
事
務
に
係
る
対
象
者
の

個
人
情
報
提
供
に
つ
い
て

●
災
害
対
策
、災
害
対
応
に
つ
い
て

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
教
育
委
員
会
の
対
応
に
つ
い
て

市
内
に
住
む
外
国
人
へ
の

生
活
情
報
の
周
知
に
つ
い
て

新
設
さ
れ
た
「
市
民
の
声
を

聞
く
課
」
の
現
状
は

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
事
業
者
撤
退

に
対
す
る
支
援
を

な
ぜ
、
新
南
陽
総
合
支
所

建
設
の
工
期
は
長
い
の
か

「
市
民
の
声
を
聞
く
課
」の

実
態
に
つ
い
て

鹿
野
総
合
支
所
に
、

合
併
前
の
よ
う
な
政
策
立
案
能
力
を

徳
山
大
学
の
公
立
化
、

特
に
看
護
学
科
の
設
置
に
つ
い
て

ア
ク
テ
ィ
ブ

細
田
　
憲
司

周
南
市
議
会
自
由
民
主
党

尾
﨑
　
隆
則

周
南
市
議
会
自
由
民
主
党

友
田
　
秀
明

ア
ク
テ
ィ
ブ

井
本
　
義
朗

日
本
共
産
党

中
村
富
美
子

自
由
民
主
党
周
南

田
村
　
勇
一

六
合
会長

嶺
　
敏
昭

日
本
共
産
党

魚
永
　
智
行



一 般 質 問

1２1３

問　
昨
年
11
月
、
市
の
受
託
業
務

中
に
、
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
契
約
先
（
徳
山
ビ

ル
サ
ー
ビ
ス
）
か
ら
の
正
式
な
事

故
報
告
を
待
た
ず
に
1
億
3
千
万

円
の
随
意
契
約
を
進
め
た
。
重
大

事
故
で
あ
る
の
に
、
契
約
等
審
査

会
も
開
か
ず
、
議
会
へ
の
正
式
な

報
告
も
な
い
。
同
社
は
過
去
に
３

件
の
重
大
事
故
歴
が
あ
る
。
再
調

査
の
上
、
契
約
の
見
直
し
も
必
要

と
思
わ
れ
る
が
、
ど
う
か
。

答　
警
察
・
労
基
か
ら
「
第
三
者

に
は
何
も
教
え
ら
れ
な
い
」
と
回

答
が
あ
っ
た
。
同
社
か
ら
の
報
告

に
従
い
、
今
年
度
も
随
意
契
約
を

し
た
が
、
今
回
は
重
大
案
件
で
あ

り
、
市
の
対
応
を
弁
護
士
や
第
三

者
と
相
談
し
、
検
証
、
報
告
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
補
助
金
３０
億
円

の
徳
山
駅
前
再
開
発
に
つ
い
て

問　
昨
年
９
月
の
議
会
で
西
日
本

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
へ
要
望
し
た

３
点
に
つ
い
て
、要
望
は
い
つ
行
っ

た
か
、
ま
た
そ
の
実
施
見
通
し
は

ど
う
か
。

答　
本
市
の
要
望
と
し
て
す
ぐ
に

山
口
県
に
提
出
し
た
。
山
口
県
は

各
市
町
か
ら
の
要
望
を
取
り
ま
と

め
て
昨
年
１0
月
、
西
日
本
旅
客
鉄

道
株
式
会
社
に
提
出
さ
れ
、
本
年

３
月
、
回
答
書
が
送
付
さ
れ
た
。

現
時
点
で
は
実
現
が
難
し
い
と
の

回
答
で
あ
っ
た
が
、
岩
徳
線
の
環

境
改
善
や
利
便
性
の
向
上
に
つ
い

て
は
、
高
齢
化
が
進
行
す
る
地
域

社
会
に
お
い
て
大
変
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
要
望

を
行
っ
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

●
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

●
鹿
野
総
合
支
所
整
備
に
つ
い
て

ご
み
収
集
車
の
ト
ン
ネ
ル
内

死
亡
事
故
の
対
応
に
つ
い
て

生
活
を
守
る
岩
徳
線
の

実
現
に
つ
い
て

周
南
市
議
会
自
由
民
主
党

島
津
　
幸
男

日
本
共
産
党

渡
辺
　
君
枝

第2期周南市
まち・ひと・しごと創生総合戦略に関する決議

総合計画に掲げた重点推進プロジェクトや推進施策のうち、人口減少問題の克服に資する取組を抽出し、そ
こに新たな施策や事業を組み込み、雇用・子育て・定住・まちづくりの分野について、本市の実情に即した
基本方針、基本目標や推進施策などを戦略としてまとめたものです。

　周南市議会では、現在、本市で策定している第２期周南市まち・ひと・しごと創生総合戦略に対して、各会派
から提出された意見を議会運営委員会において協議し、下記のとおり提言をしました。ここでは提言の中から一
部をご紹介します。本決議は、第７回定例会において、全会一致で可決されました。

第2期周南市まち・ひと・しごと創生総合戦略とは

基本目標 意見（一部抜粋）
１.雇用を確保し、安定して働く
　ことができるまちづくり

市内既存の企業への積極的な経済活動を促し、就労人口を拡充し、雇用を
守るために取り組むべきである。

２.子育てに寄り添い、次代を担う
人材を育むまちづくり

第１期の総合戦略の指標としていた「人口1,000人当たりの出生数」を第
２期の指標にも加えるべきである。

３.若者・女性が魅力を感じ、
　つながりが生まれるまちづくり 移住の促進に関して、中山間に限定せず地域全体の指標に拡大すべきである。

４.強みを生かし、賑わいあふれる
まちづくり

本市の強みは、徳山駅とすぐそばの港であるので、駅南の活性化に向けた
施策が必要である。また、強みを生かしてコンベンションシティーを推進
してきたが、コンベンションが分散されインパクトに欠けるので、統一す
べきである。

５.時代に対応した、持続可能な
　まちづくり

数値目標について、「周南市に住み続けたいと思う人の割合」は、総合戦
略の目標値としては低すぎる。第２期の目標としては６割を超える数値に
すべきである。

委員会視察の報告

環境建設委員会

教育福祉委員会

令和2年9月10日

　徳山駅前地区第一種市街地再開発事業

に伴う町の区域の変更と市道の認定及び

廃止の2議案について、委員会審査に先

立ち、執行部の説明を受けながら、現地

を視察しました。

令和2年10月8日

　新南陽学校給食センターを

訪問し、PFI方式の導入による

成果や現場の様子などを確認

しました。

　この日の献立は「きのこ

スパゲッティ」「ひじきとツナ

のソテー」「小パインパン」

「チーズ」「牛乳」でした。

新南陽学校給食センターの外観 調理場

試食の様子 当日の給食

全文はこちら



委員会レポート
常任委員会が調査を行ったものや特別委員会での協議内容の概要を報告します！

委員会レポート
常任委員会が調査を行ったものや特別委員会での協議内容の概要を報告します！

1４1５ 1４1５

環境建設委員会

教育福祉委員会

令和元年度　地方卸売市場青果卸売業者の経営状況

周南市立周央保育園の移転・民営化の再編整備方針の変更

　9月10日に開催した委員会で、執行部から報告を受けました。
◆　産業振興部　農林課の説明（要旨）◆
　市の支援として、施設使用料の減額を行っており、支援開始の平成20年8月から令和元年度末までの支援額の累計は、
約2億1,200万円である。令和元年度の経営状況について、取扱高は前年比92％で、30億8,200万円であった。売上
利益は販売委託手数料や買付収益などで合計2億3,400万円、経費は2億3,200万円であった。純資産は前年同様に
600万円であった。なお、市による使用料減額の支援等がなければ、1,800万円の赤字となる。徳山青果株式会社にお
いては、市民の台所、食品流通の拠点である地方卸売市場の卸売業者であることを念頭に、さらなる経営改善、収益の
向上に取り組まれると聞いている。
問　青果卸売業者再生計画が10年以上にわたり実施され
ているが、めどをつけるときに来ているのではないか。

答　卸売業者の経理は複雑なため、経営コンサルタント等
を入れて計画をつくるよう要請している。また、現在
は市の管理だが、指定管理者制度の導入や民営化など
市場の在り方や、市場の規模も考えていかなければな
らない。

問　経営改善に向けた取り組みは。

答　平成30年11月に実施した朝市には約4,000人の来場

地方卸売市場の
概要はこちら

徳 山 大学公立化に
関する調査特別委員会 徳山大学公立化の近況について
　9月17日に開催した委員会で、執行部から報告を受けました。
◆　企画部　企画課の説明（要旨）◆
　令和2年9月16日に第1回目の有識者検討会議を開催した。今後、来年2月までに計5回の会議を予定しており、公立
化検討の議論を深めていく。初回は、大学を取り巻く環境、徳山大学の現状等について、委員から意見を頂いた。
　次に、徳山大学の財務状況であるが、徳山大学は、奨学費の負担が大きく、当年度収支差額が、過去5年間で2016
年度を除いて約1億円以上のマイナスとなっている。
　なお、昨年度末時点の現金預金保有額は、22億156万7,000円。昨年度末時点の貸借対照表は、資産が102億508
万1,000円、負債が7億3,635万8,000円、純資産は、94億6,872万3,000円である。
　最後に、徳山大学が実施するアンケートであるが、徳山大学が新学部の設置や組織の再編計画をより充実させるため
に実施されるものであり、県内の公立・私立の高校23校、約4,000人の生徒を対象に実施された。

　9月10日に開催した委員会で、執行部から報告を受けました。
◆　こども・福祉部　次世代政策課の説明（要旨）◆
　周央保育園の移転・民営化の再編整備方針は、公立の旧周栄幼稚園跡地へ移転し、民間事業者が120人規模の保育所
を運営していく計画であったが、候補地とされていた旧周栄幼稚園跡地は住宅や生活道路が密集し、狭い通学路に面し
た立地であることから、送迎時の安全を確保するためにも、より安全な土地はないか検討を行っていた。
　そのような中で、平成31年3月に社会福祉法人薫風会から、周陽2丁目の土地を候補地とした民営化の提案を頂いた。
提案された場所は、①当初の移転予定地に近い周陽地区内のスーパー跡地で、国道2号からのアクセスも良好であり、
②旧周栄幼稚園跡地に比べて敷地が広く、送迎用駐車場も確保でき、利便性が高いこと、③民地での民営化により、市
の財政負担の軽減が図れること、④社会福祉法人薫風会は若山保育園の民営化の実績があり、現在のわかやま保育園の
運営についても適正に行っていることから、庁内での協議を経て、本提案を採用することとした。
　新たな保育所は、現在の周央保育園の利用定員が100人であること及び周南市子ども・子育て支援事業計画における
保育の量の確保計画を勘案し、利用定員を105人とし、令和4年4月の開設に向けて、保護者や地域の関係者等へ、しっ
かりと説明しながら取り組んでいく。
　なお、これにより公立保育所再編整備第一次計画の3つの民営化プランが実現することとなった。今後は、本計画を
引き継ぐ形で幼稚園・保育所・認定こども園に係る施設分類別計画を策定し、示していきたいと考えている。
　以上のとおり説明を受け、質疑を行いましたが、さしたる質疑はありませんでした。

問　有識者検討会議の最終的な報告書は、公立化の是非ま
で踏み込んだものか。

答　公立化の是非を明らかにするものではなく、市が公立
化を判断する、材料とするものである。

問　平成27年度から人件費が増加しているが、市として、
どのように受け止めているか。

答　今後の課題であると徳山大学でも把握されており、今
後の取り組みに生かされると考えている。

問　大学が実施するアンケートの今後のスケジュールは。
答　回収期限が、9月18日。中間集計が10月5日。最終集
計が10月19日。最終報告が11月2日の予定と聞いて
いる。

　　当委員会では、さらに議論を深めるため、質問事項を
取りまとめ、徳山大学へ現地視察を行うことを決定し
た。

企画総務委員会

教育福祉委員会

ボートレース徳山　過去最高売り上げ見込み

周南地域に地域外来・検査センター設置

　8月4日に開催した委員会で、執行部から報告を受けました。
◆　ボートレース事業局の説明（要旨）◆
　近年の経営状況は、平成23年度から令和元年度まで9年連続して黒字決算となる見込みである。また、令和元年度の
主催事業における総売上げは、過去最高額の641億円超であり、全国24のボートレース場のうち、ナイター場の7場を
除く17の昼間場中、第1位となった。
　近年、電話投票と協力他場の売上げが大きく伸びており、これらが主催事業における売上総額の約94％を占めている。
　今後の方針（案）として、①SGやプレミアムGⅠ等のグレードレースの誘致・開催における売上げ向上及び認知度
拡大、②東スタンドの耐震化、③さらなる収益の向上、④お客様の満足度向上、⑤公正・安全・確実なレースの開催、
⑥台風・災害など不測の事態への対応を掲げている。
　この方針から、広く一般の方々が利用可能な施設、地域貢献も意識した施設改修の検討、整備を行う。
　また、施設修繕や機器更新に対応するため、建設改良積立金を10年スパンで100億円を目標に積立てを行うほか、
財務基盤の強化として、年間固定費である25億円を目標に、利益積立金へ計画的に積立てを行う。

　9月10日に開催した委員会で、執行部から報告を受けました。
◆　健康医療部　地域医療課の説明（要旨）◆
　新型コロナウイルス感染症対策として、PCR検査体制の強化を図るため、県の委託により、本市の新南陽市民病院に
隣接する旧新南陽保健センターに、9月中旬を目途に地域外来・検査センターを設置することになった。
　運用については、週2日、月曜日と水曜日の14時から16時の間に、事前に登録されたかかりつけ医からの完全予約
制で、同センターでは、PCR検査の検体採取のみを行い、検査については他の機関に依頼することとしている。
　なお、対象者は、登録されたかかりつけ医で診断を受け、医師に検査が必要と判断された方で、検査にかかる費用に
ついては、無料となっている。
　同センターの設置により、医師の判断による検査が可能となるため、検査体制の充実が図られることになるが、今後
も、さらに市民の安心につながるよう、県や関係機関等と連携していきたいと考えている。

問　今後の一般会計への繰り出しについて、競艇事業の継
続性も含めて、しっかりした方針を出してほしいが、
どのように考えているか。

答　建設改良費と利益積立金及び一般会計への繰り出しの
バランスを考え、対応していかなければならないと考
えている。市の財政当局ともよく協議し、引き続き貢
献できるよう努める。

問　選手のコロナウイルス感染症対策として、競走会や選
手会などの関係団体から、今後の対応方針
は示されているのか。

答　業界としてガイドラインを作成している。
また、ボートレース徳山としてもガイドラ
インを作成し、実施している。

問　検体採取は何件を想定しているのか。
答　当初は1日に4件としているが、需要が増えてくれば
1日に10件を目安として予約を受け付けていきたい。

問　地域外来・検査センターでは自家用車の中で検体採取
を行うということだったが、自家用車のない方はどの
ように行うのか。

答　感染の疑いのある方が公共交通機関やタクシー等を使
用すると、陽性であった場合には感染を拡大してしま

地域外来・検査
センターの
概要はこちら

ボートレース徳山
HP

う可能性があるので、原則自家用車で来て
いただくことにしている。

　　　自家用車のない方は、地域外来・検査セ
ンターの設置以前と同様に、帰国者・接触
者相談センターに相談していただくことに
なる。

があった。工夫したイベント開催により、
リピーター獲得や売り上げ増につながるの
で、次は水産も一緒に行い、より集客が図
れるよう検討したい。また、市と卸売業者
で定期的に協議をしており、新しい顧客の
開発等、市としても可能なところは協力し
ていきたい。
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■　インターネット議会中継

■　12月定例会の予定■　議場での傍聴時における新型コロナ
　ウイルス感染予防対策について

■　ケーブルテレビ議会中継

本会議の生中継と録画放送をインターネット
で配信しています。
録画放送は、本会議の3～4日後から視聴で
きます。
※スマートフォンからも視聴できます。

インターネット
議会中継

本会議の様子を生中継します。
一般質問については、CCS・メディアリンク・
Kビジョンで再放送を行います。
（再々放送は、CCS・メディアリンクで放映）

委員会の様子を録画放送します。
２時間程度にまとめた番組を録画放送します。

ケーブルテレビ
放送日程

市議会からのお知らせ

※本会議・委員会は、午前9時30分から開催します。
（土・日・祝日は休会です。）

※日程の変更は、市議会ホームページでお知らせします。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

本会議 本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

6 7 8 9 10 11 12

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

常任委員会
　

予算決算
委員会

予算決算
委員会

13 14 15 16 17 18 19

本会議

議場内の換気や席数の制限など、市議会で取
り組んでいる感染予防対策については、日々
状況が変わることから随時ホームページでお
知らせしています。

周南市議会
トップページ

インターネット ケーブルテレビ

本　会　議
（生 中 継）

○ ○

本　会　議
（録画放送）

○ △
（一般質問のみ再放送）

委　員　会
（生 中 継）

放送はありません

委　員　会
（要約放送）

放送はありません ○

　令和２年は、新型コロナウイルス感染症が世界規
模で流行し、本市においても行事やイベントが中止
となるなど先行きが見えない一年でした。このよう
な状況であるからこそ、行政と議会が感染症対策、
経済対策にしっかりと取り組み、乗り越えなければ
ならないと思います。
　さて、「議会だより」はこのたびで改選後２回目
の発行となります。委員が役割分担し、一人一人が
考え、編集しております。
　常に市民の皆さまにとって、より読みやすく、内
容が理解しやすい紙面作りができるよう心掛けてま
いりますので、何とぞよろしくお願いいたします。
� （篠田）

委 員 長　　福　田　吏江子
副委員長　　篠　田　裕二郎
委　　員　　小　池　一　正
委　　員　　小　林　正　樹
委　　員　　佐々木　照　彦
委　　員　　細　田　憲　司
委　　員　　渡　辺　君　枝

議会だより　編集委員

編 後集 記


